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マンション再生を考える 

―住み続ける、使い続ける、参加するー 

シンポジウム 参加者募集！ 

 

 マンションストックは５６０万戸、そこには１４００万人が居住している。同時に、築３０年以上

の「高経年マンション」は約１００万戸にも達し、しかも毎年１０万戸単位で増え続けている。一方、

居住者においては高齢化が進み、バリアフリー等福祉対策も必要となっているものの不充分であり、

居住問題が深刻化しつつある。 

 マンション自体の経年による劣化と居住者の高齢化という二つの“老い”に対して、マンション再

生をどのように考えるべきか！ 

 これまで国の再生施策といえば建て替えに重点が置かれていたが、経過をみると建て替えが行われ

たのは１００万戸ストックの僅か１％程度に留まっている。むしろ、大多数の「高経年マンション」

にとっての課題は、コミュニティを大事にしながら如何に住み続けるかであり、どのようにしたら使

い続けることが出来るのか、である。それを進めるには、居住者間での合意が必要であり、マンショ

ン再生への居住者の参加が避けられない。 

 

― 記 ― 

 

◆ 主催     神戸松蔭女子学院大学 くらし・まちデザイン研究会 

◆ 日時 : ２０１０年１１月２７日(土)   

             １３:３０～１７:００ シンポジウム 

             １７:３０～１９:３０ 懇親会 

◆ 内容     基調報告： 増永理彦（同大学人間科学部ﾌｧｯｼｮﾝ・ﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ学科教授） 

        ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ： 中林 浩（同大学人間科学部ﾌｧｯｼｮﾝ・ﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ学科教授） 

        ﾊﾟﾈﾘｽﾄ  ： 立石裕稔（「労住まきのハイツ くらしの支援かけはし」代表） 

              谷垣千秋（「ＮＰＯ法人全国マンション管理組合連合会」事務局長） 

              千代崎一夫（「住まいとまちづくりコープ」代表） 

              若原キヌコ（「被災地クラブ」代表） 

              増永理彦（前出） 

◆ 会場:  神戸松蔭女子学院大学 ２３３教室（２号館３階） 

        懇親会： 同喫茶「カフェこもれび」（２号館地下） 

◆ 参加費： シンポジウムは無料・予約不要 

        懇親会 ４，０００円（当日「受付」にて申込み下さい。） 

◆問合わせ先： 神戸松蔭女子学院大学 増永研究室 

       電話：078-882-6102  FAX：078-882-6138 

               Ｅ-mail ：massam@shoin.ac.jp 


